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2) グγ ピングについては， Jacob Vincr， Dunゆ問g.A Problem in International Trade， 192:3ノ























































3) The Federation of Rritish Industries， The Menace o[ Japanese Competition， 1933， June， 
日本経済連盟会訳『日貨進出の脅威~ (1933年， 8月〉。また，このパンフレットは要約されて，
日本経済連盟会調車課『最近日本]il.1/(帝国経済関部ノ経過J(1933年.9月〉に収録されているの
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10) 右橋湛山|我国の為替下落とダンヒーング論の誤謬」く『東芹経済新報~ 1933年5月20日. 5月
27日。 6月3目， 6月10日う.i外国貿易と低賃金J(1東洋経済新報~ 1934年3且10日. 3月17日)，
これらは『石橋湛山圭集』第9巻(東洋経済新報社， 1971年〉に所収。
11) 石橋!盲i掲害， 411←412へー ジ。






















































14) r ソシアル・ダンピングの検討JC"エコノミスト~ 1934年5月1日〕中の全国産業団体連合会
同意見による。

















































































19) 平野j 前掲書， 171ヘージ。
20) 平野，前掲書:， 150ヘジo
21) 笠信太郎 r~黄色商品J 進出D基礎J (上)， (中)， (下)(~ェヨノミスト，1] 1934年4月16日， 5 
月1日， 5月四日〕。主にはこり他， r~ ソ νアル・ダンピング』をかう見るJ (~自由通商』第 7
巻第4号， 1934年 4 月号L また『通貨信用統制主出U~ (改造社， 1934年〉などがある。




















































25) Fernand Maurette.品ocialAspects 01 Industrial Develotme叫同 Jatan.1934， pp. 46-47， 
国際労働局東京支局訳『日本D産業的発展の社会的形相Jl1935年， 49ベ ジ。






























え，ソ ν守ル ダンピングでないと考えている。「日本の『ソシアル ダンピング』問題に関
するパトラ 局長の窓見JI世界の主将嗣』第I巻第7号 1934年 7月号。

















































29) よき レット臨告書に対して，南謹ニ l'毛ーレット報告』とその意義 ソー シャル 〆ンピン
グ問題に関する国際労働局の見解 J ('経済志林』第9巻第2号， 1935年7月L笠信太郎「モ






ソ}シャル ダンピング論議について (253) 73 
第 1表金解禁前後の購買力平価 (1914年基準〉

































































31) 拙稿「金輸出再禁止以降の日本の貿易 日本におけるソ νャル・タンピング問題(2)ー」
